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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和4年1月4日(2022.1.4)

【公表番号】特表2021-503529(P2021-503529A)
【公表日】令和3年2月12日(2021.2.12)
【年通号数】公開・登録公報2021-006
【出願番号】特願2020-527088(P2020-527088)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ   5/04     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ    5/04     　　　Ｃ
   Ｃ０９Ｋ    5/04     　　　Ｆ
   Ｃ０９Ｋ    5/04     　　　Ｅ
   Ｃ０９Ｋ    5/04     　　　Ａ
   Ｆ２５Ｂ    1/00     ３９６Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和3年11月16日(2021.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも９７重量％の以下の４つの化合物を含む冷媒であって、各化合物が以下の相
対百分率で存在する、冷媒：
　４１～４９重量％のトリフルオロヨードメタン（ＣＦ３Ｉ）、
　３６～４４重量％の１，１，１，２－テトラフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２３４ｙｆ
）、
　１２～１５重量％のジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）、
　及び
　０．８～３．７重量％の二酸化炭素（ＣＯ２）。
【請求項２】
　以下に説明する相対量で存在する、以下の少なくとも９８．５重量％の以下の４つの化
合物を含む、請求項１に記載の冷媒：
　４３～４７重量％のトリフルオロヨードメタン（ＣＦ３Ｉ）、
　３８～４２重量％の１，１，１，２－テトラフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２３４ｙｆ
）、
　１２～１５重量％のジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）、
　及び
　０．８～３．７重量％の二酸化炭素（ＣＯ２）。
【請求項３】
　以下に説明する相対量で、以下の４つの化合物から本質的になる、請求項１に記載の冷
媒：
　４３～４７重量％のトリフルオロヨードメタン（ＣＦ３Ｉ）、
　３８～４２重量％の１，１，１，２－テトラフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２３４ｙｆ
）、
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　１２～１５重量％のジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）、
　及び
　０．８～３．７重量％の二酸化炭素（ＣＯ２）。
【請求項４】
　以下に説明する相対量で、以下の４つの化合物からなる、請求項１に記載の冷媒：
　４３～４７重量％のトリフルオロヨードメタン（ＣＦ３Ｉ）、
　３８～４２重量％の１，１，１，２－テトラフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２３４ｙｆ
）、
　１２～１５重量％のジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）、
　及び
　０．８～３．７重量％の二酸化炭素（ＣＯ２）。
【請求項５】
　二酸化炭素（ＣＯ２）が１～３．５重量％の量で存在する、請求項１～４のいずれかに
記載の冷媒。
【請求項６】
　以下に説明する相対量で存在する、以下の少なくとも９７重量％の以下の４つの化合物
を含む、請求項１に記載の冷媒：
　４５±１重量％のトリフルオロヨードメタン（ＣＦ３Ｉ）、
　４０±１重量％の１，１，１，２－テトラフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２３４ｙｆ）
、
　１３±１重量％のジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）、
　及び
　２±０．５重量％の二酸化炭素（ＣＯ２）。
【請求項７】
　以下に説明する相対量で存在する、以下の少なくとも９８．５重量％の以下の４つの化
合物：
　４５±１重量％のトリフルオロヨードメタン（ＣＦ３Ｉ）、
　４０±１重量％の１，１，１，２－テトラフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２３４ｙｆ）
、
　１３±１重量％のジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）、
　及び
　２±０．５重量％の二酸化炭素（ＣＯ２）を含み、
　前記冷媒が、不燃性試験に従い測定すると不燃性であり、前記冷媒が１００未満のＧＷ
Ｐを有する、
　請求項６に記載の冷媒。
【請求項８】
　前記冷媒が、不燃性試験に従い測定すると不燃性であり、前記冷媒が１００未満のＧＷ
Ｐを有する、請求項１～４のいずれかに記載の冷媒。
【請求項９】
　以下に説明する相対量で、以下の４つの化合物から本質的になる、請求項１に記載の冷
媒：
　４５±１重量％のトリフルオロヨードメタン（ＣＦ３Ｉ）、
　４０±１重量％の１，１，１，２－テトラフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２３４ｙｆ）
、
　１３±１重量％のジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）、
　及び
　２±０．５重量％の二酸化炭素（ＣＯ２）。
【請求項１０】
　以下に説明する相対量で、以下の４つの化合物からなる、請求項１に記載の冷媒：
　４５±１重量％のトリフルオロヨードメタン（ＣＦ３Ｉ）、
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　４０±１重量％の１，１，１，２－テトラフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２３４ｙｆ）
、
　１３±１重量％のジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）、
　及び
　２±０．５重量％の二酸化炭素（ＣＯ２）。
【請求項１１】
　以下に説明する相対量で、以下の４つの化合物からなる、請求項１に記載の冷媒：
　４５重量％のトリフルオロヨードメタン（ＣＦ３Ｉ）、
　４０重量％の１，１，１，２－テトラフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２３４ｙｆ）、
　１３重量％のジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）、
　及び
　２重量％の二酸化炭素（ＣＯ２）。
【請求項１２】
　請求項８に記載の冷媒を含む熱伝達組成物。
【請求項１３】
　アルキル化ナフタレン及び／又はジエン系化合物及び／又はイソブチレンを含む安定化
剤を更に含む、請求項１２に記載の熱伝達組成物。
【請求項１４】
　ポリオールエステル（ＰＯＥ）、ポリアルキレングリコール（ＰＡＧ）、シリコーンオ
イル、鉱物油、アルキルベンゼン（ＡＢ）、ポリビニルエーテル（ＰＶＥ）、及びポリ（
アルファ－オレフィン）（ＰＡＯ）からなる群から選択される潤滑油を更に含む、請求項
１３に記載の熱伝達組成物。
【請求項１５】
　前記潤滑剤がポリオールエステル（ＰＯＥ）である、請求項１４に記載の熱伝達組成物
。
【請求項１６】
　前記潤滑剤がポリビニルエーテル（ＰＶＥ）である、請求項１４に記載の熱伝達組成物
。
【請求項１７】
　蒸発器、凝縮器、及び圧縮機を含む低温又は中温熱伝達システムにおける冷却方法であ
って、前記プロセスが、
　ｉ）少なくとも９７重量％の以下の４つの化合物：
　４１～４９重量％のトリフルオロヨードメタン（ＣＦ３Ｉ）、
　３６～４４重量％の１，１，１，２－テトラフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２３４ｙｆ
）、
　１２～１５重量％のジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）、
　及び
　０．８～３．７重量％の二酸化炭素（ＣＯ２）
　を含む冷媒であって、各化合物が上記の相対百分率で存在する、冷媒を凝縮する工程と
、
　ｉｉ）前記冷媒を、冷却される本体又は物品の付近で蒸発させる工程と、
　を含み、前記熱伝達システム中の前記冷媒の蒸発温度が、－４０℃～０℃の範囲である
、方法。
【請求項１８】
　前記冷媒の蒸発温度が、－４０℃～－１２℃の範囲である、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記冷媒の蒸発温度が、－１２℃～０℃の範囲である、請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　二酸化炭素（ＣＯ２）が１～３．５重量％の量で存在する、請求項１７に記載の方法。
【請求項２１】
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　圧縮機、凝縮器、蒸発器、封鎖材料、及び熱伝達組成物
　を含み、
　（ａ）前記熱伝達組成物が、ＰＯＥ潤滑剤、及び少なくとも９７重量％の以下の４つの
化合物、ここで各化合物は以下の相対百分率で存在する：
　４３～４７重量％のトリフルオロヨードメタン（ＣＦ３Ｉ）、
　３８～４２重量％の１，１，１，２－テトラフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２３４ｙｆ
）、
　１２～１５重量％のジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）、
　及び
　０．８～３．７重量％の二酸化炭素（ＣＯ２）
　を含む冷媒を含み、
　及び
　（ｂ）前記封鎖材料が、
　　ｉ．活性アルミナ、又は
　　ｉｉ．銅、銀、鉛、若しくはこれらの組み合わせを含むゼオライトモレキュラーシー
ブ、又は
　　ｉｉｉ．陰イオン交換樹脂、又は
　　ｉｖ．水分除去材料、又は
　　ｖ．上記の２つ以上の組み合わせ
　を含む、熱伝達システム。
【請求項２２】
　前記圧縮機の下流に位置するオイルセパレータを更に含み、前記熱伝達システムの操作
中に、前記ＰＯＥ潤滑剤が前記封鎖材料と接触するように、前記封鎖材料が前記オイルセ
パレータの内側に存在する、請求項２１に記載の熱伝達システム。
【請求項２３】
　二酸化炭素（ＣＯ２）が１～３．５重量％の量で存在する、請求項２１に記載の熱伝達
システム。
【請求項２４】
　請求項２２又は２３に記載の熱伝達システムを含む冷却器。
【請求項２５】
　請求項２２又は２３に記載の熱伝達システムを含む商用冷房システム。
【請求項２６】
　低温商用冷房システムである請求項２５に記載の商用冷房システム。
【請求項２７】
　中温商用冷房システムである請求項２５に記載の商用冷房システム。
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